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N
c
ゴ
ル
フ
場
版
認
証
取
得
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こ
の
度
、
株
式
会
社
西
武
・
プ
リ
ン
 

ス
ホ
テ
ル
ズ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
お
い
 

て
、
生
物
多
様
性
に
配
慮
す
る
施
設
を
 

認
証
す
る
A
B
I
N
c
認
証
（
ゴ
ル
フ
 

場
版
）
を
二
〇
二
四
年
三
月
五
日
（
火
）
 

に
取
得
し
た
。
 

「
い
き
も
の
共
生
事
業
所
⑧
 

（
通
称
一
A
B
I
N
c

】
エ
イ
 

ビ
ン
ク
）
認
証
制
度
」
と
は
 

「
A
B
I
N
c

ー
エ
イ
ビ
ン
ク
認
証
制
 

度
」
と
は
、
一
般
社
団
法
人
い
き
も
の
共
 

生
事
業
推
進
協
議
会
が
運
営
す
る
認
証
 

制
度
で
、
こ
の
認
証
制
度
は
、
一
般
社
団
 

法
人
企
業
と
生
物
多
様
性
イ
ニ
、
ン
ア
テ
ィ
 

ブ
（
J
B
I
B
）
が
開
発
し
た
「
い
き
も
 

の
共
生
事
業
所
⑧
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
 

を
評
価
基
準
と
し
た
第
三
者
認
証
で
あ
 

る。 
二
〇
二
一
年
の
G
7
サ
ミ
ツ
ト
で
は
、
 

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
 

を
止
め
、
回
復
軌
道
に
の
せ
る
「
ネ
イ
チ
 

ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
や
、
生
物
多
様
性
の
 

観
点
か
ら
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
陸
と
海
の
 

三
〇
％
以
上
を
保
全
す
る
「
3
0
b
y
3
0
目
 

標
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
 

を
受
け
、
国
内
で
も
O
E
c
M

(O
皆n
『 

effective

胃
e
a
b
a
s
e
d

のo
nservati
o
「
 

Measures
）
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
 

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
A
B
 

すべてのゴルフアーが楽しめる 
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I
N
c

の
理
念
で
も
あ
る
「
自
然
と
共
 

生
す
る
世
界
」
を
実
現
す
る
た
め
の
企
 

業
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
 

ち
な
み
に
一
般
社
団
法
人
い
き
も
の
 

共
生
事
業
推
進
協
議
会
と
は
、
生
物
多
 

様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
（
C
 

0
P
1
0
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
愛
知
 

目
標
お
よ
び
生
物
多
様
性
戦
略
計
画
で
 

掲
げ
ら
れ
た
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
長
 

扇
 

~ 
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期
目
標
「
自
然
と
共
生
す
る
世
界
」
 
の
 

実
現
と
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
短
期
目
 

標
「
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
る
た
 

め
に
効
果
的
か
つ
緊
急
な
行
動
を
実
施
 

す
る
」
 
の
実
現
の
た
め
に
、
自
然
環
境
 

と
地
域
共
同
体
へ
の
負
荷
を
で
き
る
だ
 

け
外
部
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
企
業
活
 

動
の
ベ
ク
ト
ル
を
反
転
さ
せ
、
志
を
と
 

も
に
す
る
団
体
と
協
働
し
て
、
い
き
も
 

の
と
人
が
共
生
で
き
る
仕
組
み
を
「
創
 

造
」
し
、
科
学
的
・
技
術
的
に
「
検
 

証
」
し
、
「
事
業
化
」
を
推
進
す
る
こ
 

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
 

（
引
用
元
・
A
B
I
N
c

ニ
ュ
ー
ス
リ
 

リ
ー
ス
よ
り
）
。
 

軽
井
沢
7
2
ゴ
ル
フ
の
 

・
取
り
組
み
 

【

ー

 

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
九
ホ
 

ー
ル
が
開
業
し
、
 
一
九
七
一
年
（
昭
和
 

四
六
年
）
あ
わ
せ
て
七
ニ
ホ
ー
ル
が
軽
 

井
沢
7
2
ゴ
ル
フ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
 

軽
井
沢
7
2
ゴ
ル
フ
で
は
、
敷
地
内
の
 

動
植
物
調
査
を
は
じ
め
、
環
境
調
査
を
 

実
施
し
、
現
状
把
握
と
課
題
を
抽
出
し
 

た
上
で
、
維
持
管
理
計
画
を
策
定
し
、
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
改
善
を
行
い
、
 

持
続
可
能
な
環
境
保
全
を
目
指
し
て
い
 

る
。
そ
の
中
で
、
化
学
肥
料
の
量
を
抑
 

え
、
有
機
肥
料
に
変
換
し
て
い
く
試
み
 

も
行
っ
て
お
り
、
環
境
汚
染
の
防
止
等
 

を
目
的
と
し
、
施
肥
計
画
見
直
し
や
代
 

替
品
（
ぼ
か
し
肥
料
等
の
有
機
肥
料
）
 

へ
の
転
換
等
に
よ
り
使
用
量
を
減
ら
し
 

て
い
く
方
針
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
 

る。 さ
ら
に
、
サ
ッ
チ
分
解
等
の
生
菌
水
 

和
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
土
壌
環
境
 

を
整
え
保
水
・
保
肥
力
等
を
改
善
し
、
 

ひ
い
て
は
少
量
の
施
肥
・
施
薬
で
も
肥
 

料
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
 

る
。
ま
た
、
希
少
種
保
全
の
た
め
の
刈
 

り
込
み
、
計
画
的
な
樹
木
の
剪
定
・
伐
 

採
な
ど
、
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
さ
 

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
こ
 

の
度
ゴ
ル
フ
業
界
で
の
さ
き
が
け
と
し
 

て
、
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

生 
物 
多 
様 
性 
に 
貢 
献 
す 

山 

A
B
I
N
C
 

で
の
生
物
多
様
 

性
貢
献
面
積
の
 

考
え
は
、
全
敷
 

地

面

積

か

ら
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「
テ
ィ
グ
ラ
ン
ド
」
「
グ
リ
ー
ン
」
「
フ
 

エ
ア
ウ
エ
イ
」
 
「
カ
ー
ト
コ
ー
ス
」
 
「ク 

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」
「
駐
車
場
」
 
の
面
積
を
 

差
し
引
く
形
で
算
出
し
、
「
ラ
フ
」
「
樹
 

林
帯
」
「
池
」
な
ど
は
生
物
多
様
性
へ
 

の
貢
献
面
積
と
考
え
る
。
 

地
域
生
態
系
に
お
け
る
 

当
該
ゴ
ル
フ
場
の
意
義
 

ク
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
 
「
戦
略
性
」
 

と
 
「
美
し
い
景
観
」
を
あ
わ
せ
も
っ
た
、
 

生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
ゴ
ル
フ
コ
ー
 

ス
ク
を
目
指
し
、
『
年
間
管
理
計
画
表
』
 

を
基
に
、
コ
ー
ス
管
理
に
お
け
る
生
物
 

多
様
性
保
全
に
貢
献
す
る
維
持
管
理
作
 

業
を
計
画
。
実
作
業
に
お
い
て
は
、
生
 

物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
作
業
も
通
常
 

の
ゴ
ル
フ
場
の
緑
地
管
理
業
務
と
同
時
 

に
行
え
る
よ
う
な
内
容
に
工
夫
し
て
い
 

る。 ま
た
、
敷
地
内
の
環
境
調
査
実
施
や
 

課
題
抽
出
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
維
持
 

管
理
計
画
の
策
定
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
 

実
施
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
改
善
策
 

を
実
施
し
、
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
絶
 

滅
危
惧
I
A
類
指
定
／
長
野
県
希
少
動
 

植
物
条
例
指
定
の
 
「
ヤ
マ
タ
バ
コ
」
の
 

生
息
場
所
が
確
認
さ
れ
、
指
標
種
を
含
 

む
多
様
な
生
物
た
ち
の
保
全
と
育
て
て
 

い
く
管
理
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

多
様
な
動
植
物
た
ち
が
命
を
育
む
環
 

境
を
理
解
し
、
未
来
を
見
据
え
た
取
り
 

組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
快
適
で
美
し
 

い
景
観
創
出
と
安
全
安
心
の
た
め
の
管
 

理
を
推
進
し
て
い
る
。
 

自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
の
 

提
供
・
創
出
 

二
〇
二
一
年
か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
そ
 

の
家
族
向
け
の
緑
地
開
放
イ
ベ
ン
ト
 

（
芝
す
べ
り
／
ボ
ー
ル
遊
び
／
ウ
ォ
ー
 

キ
ン
グ
／
樹
木
観
察
／
ピ
ク
ニ
ッ
ク
 

等
）
を
夏
と
秋
の
計
二
件
実
施
し
て
お
 

り
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
従
業
員
向
け
 

ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
も
実
施
予
定
で
あ
る
。
 

そ
の
際
に
ゴ
ル
フ
場
の
多
様
な
自
然
 

環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
 

広
報
物
の
配
布
な
ど
を
行
う
こ
と
で
利
 

用
者
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
 

け
た
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
の
参
画
意
識
 

を
醸
成
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。
 

江
川
 
将
博
●
え
が
わ
 
ま
さ
ひ
ろ
 

一
九
九
四
年
西
武
造
園
株
式
会
社
入
社
。
 

以
後
、
設
計
に
従
事
し
、
西
武
グ
ル
ー
プ
分
 

譲
計
画
、
開
発
に
伴
う
提
供
公
園
設
計
、
ゆ
 

う
え
ん
ち
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
や
集
合
住
 

宅
・
ま
ち
づ
く
り
計
画
ほ
か
基
本
計
画
か
ら
 

実
施
設
計
、
設
計
監
理
を
行
う
。
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